
 

つ
が
る
市
の
３
日
間

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
、

市
役
所
庁
舎
内
震
度
計
で
震
度
４

を
観
測
し
、
市
内
全
域
で
停
電
発

生
。
日
本
海
沿
岸
に
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
、
つ
が
る
市
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

大
津
波
警
報
に
切
り
替
わ
り
、
沿

岸
地
区
の
住
民
に
防
災
無
線
で
避

難
指
示
が
出
さ
れ
た
。
出
来
島
地

区
を
中
心
に
住
民
が
避
難
場
所
で

あ
る
穂
波
小
学
校
体
育
館
へ
避
難

し
始
め
る
。
対
策
本
部
で
は
避
難

所
へ
の
発
電
機
、
毛
布
、
ス
ト
ー

ブ
、
水
、
食
料
な
ど
の
手
配
を
急

ぐ
。
電
話
回
線
が
不
通
の
な
か
、

市
内
の
各
業
者
の
献
身
的
な
協
力

の
お
か
げ
で
物
資
が
確
保
さ
れ

た
。
３
月
と
は
い
え
厳
し
い
寒

さ
の
折
り
、
航
空
自
衛
隊
車
力
分

屯
基
地
が
追
加
で
毛
布
１
０
０
枚

を
提
供
し
て
く
れ
た
。
午
後
４
時

32
分
、
竜
飛
で
０
．
５
㍍
の
津
波

を
観
測
。
穂
波
小
学
校
に
は
最
大

43
世
帯
１
０
１
人
が
避
難
し
、
避

難
者
は
毛
布
を
ひ
ざ
に
掛
け
、
ス

ト
ー
ブ
を
囲
む
よ
う
に
暖
を
取
り

な
が
ら
一
夜
を
過
ご
し
た
。

　

翌
12
日
朝
、
依
然
停
電
が
続

き
、
大
津
波
警
報
も
継
続
中
。

　

一
方
、菰
槌
、大
湯
町
、館
岡
、

筒
木
坂
地
区
に
お
い
て
は
前
日
か

ら
の
停
電
に
よ
る
断
水
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
対
策
本
部
で
検

討
の
結
果
、
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
に
発
電
機
を

設
置
し
、
井
戸
水
に
よ
る
給
水
の

確
保
に
向
け
て
動
き
出
す
。
し
か

し
電
話
が
依
然
つ
な
が
り
に
く

く
、
給
水
開
始
に
は
時
間
を
要
し

た
。
↖

　

東
北
地
方
を
襲
っ
た
国
内
観
測
史
上
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９･

０
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
、

そ
し
て
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
巨
大
津
波
。
改
め
て
自
然
の
猛
威
や
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
知
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
が
る
市
で
は
建
物
や
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
大
津
波
警
報
発
令
に
よ
る
避
難
指
示
や
停
電
、
断
水
な
ど
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
を
教
訓
に
、
私
た
ち
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、「
他
人
事
」

で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
真
剣
に
防
災
と
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　
　
　
　
　

―
「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」―

 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
教
訓　
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御
見
舞
と
御
礼

　

こ
の
度
の
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
多
く
の

市
町
村
に
お
い
て

は
今
ま
で
に
な
い
大
き
な
揺
れ
と

大
津
波
に
よ
り
未
曾
有
の
被
害
を

被
り
ま
し
た
。
震
災
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

つ
が
る
市
に
お
い
て
は
、
地
震

発
生
後
、
た
だ
ち
に
「
つ
が
る
市

災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
ま
も
な
く
大
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
、
避
難
指
示
を

出
し
、
避
難
所
を
開
設
し
ま
し

た
。
幸
い
に
も
建
物
や
人
的
被
害

も
な
く
市
民
生
活
に
影
響
が
な
い

こ
と
か
ら
「
つ
が
る
市
災
害
対
策

本
部
」
を
廃
止
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
度
の
避
難
所
開
設
や
停

電
時
に
お
け
る
物
資
の
提
供
等
に

お
い
て
は
、
多
く
の
市
民
や
関
係

機
関
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
と
も
つ
が
る
市
の

安
全
と
生
活
を
守
る
た
め
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
が
る
市
長　

福 

島 

弘 

芳

福島市長、葛西教育長が避難者を激励

赤十字奉仕団による炊き出し準備

避難所内のテレビで情報収集する市民



　

そ
ん
な
な
か
、
市
赤
十
字
奉
仕

団
の
小
笠
原
敬
子
さ
ん
か
ら
避
難

所
の
炊
き
出
し
の
申
し
出
が
あ
っ

た
。
避
難
所
で
の
食
料
確
保
は
重

要
な
課
題
。
こ
の
申
し
出
に
よ
り
、

避
難
所
で
の
食
事
が
円
滑
に
進
め

ら
れ
、
昼
食
に
は
お
に
ぎ
り
と
豚

汁
が
提
供
さ
れ
た
。

　

午
後
１
時
50
分
、
日
本
海
沿
岸

が
津
波
注
意
報
に
切
り
替
え
ら
れ
、

午
後
４
時
に
は
避
難
所
に
電
力
が

復
旧
。
午
後
６
時
20
分
に
は
出
来

島
地
区
に
電
力
が
復
旧
、
そ
の
後

間
も
な
く
市
内
全
域
の
停
電
が
復

旧
し
た
。
避
難
者
は
全
員
帰
宅
し

津
波
注
意
報
も
解
除
と
な
り
避
難

所
も
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

翌
13
日
も
電
話
回
線
が
つ
な
が

り
に
く
い
事
態
は
続
い
た
が
、
大

き
な
混
乱
は
な
く
、
午
後
３
時
40

分
を
も
っ
て
つ
が
る
市
災
害
対
策

本
部
は
廃
止
さ
れ
た
。

 

教
訓―

地
域
の
防
災
力
の
向
上

　

被
災
地
で
の
地
震
と
津
波
の
被

害
の
甚
大
さ
が
日
ご
と
に
明
ら
か

に
な
り
、
改
め
て
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
か
ら
教
訓
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と―

そ
れ
は

数
多
く
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、「
地
域
の
防
災
力
の
向
上
」

も
そ
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
行
政
に
よ
る
防
災
対
策
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
炊
き

出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
た

市
赤
十
字
奉
仕
団
や
物
資
提
供
な

ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
事
業

者
の
よ
う
に
「
互
い
に
助
け
合
う

組
織
」、
給
水
所
運
営
を
担
っ
た

自
治
会
や
町
内
会
の
よ
う
に
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
組
織
」
の
確
立
が
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
ま
た
、
一
人
一
人
が
防
災

を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
真
剣

に
向
き
合
い
、
災
害
へ
の
備
え
に

万
全
を
期
す
こ
と
が
最
も
基
本
に

あ
り
ま
す
。

 

「
個
人(

自
助)

」「
組
織(

共
助)

」

「
行
政(

公
助)

」
そ
れ
ぞ
れ
が
防

災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
互

い
に
協
力
し
、
機
能
を
高
め
合
う

こ
と
が
「
地
域
の
防
災
力
の
向

上
」
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
は
「
他

人
事
」
で
は
な
く
「
自
分
事
」。

今
こ
そ
「
地
域
の
防
災
力
」
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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市民の善意被災地へ
　市民の皆様から被災地への救援物資が多
数寄せられ、3月30日、タオル、ボックス
ティッシュの入った段ボール155箱分の生
活用品が、岩手県内の被災地へ向けて送ら
れました。

　また、米陸軍車力通信所と工藤早苗さん
（木造）ら市民の有志も紙おむつや子ども
服などを持ち寄り、3月19日、段ボール約
30箱分の支援物資を岩手県九戸郡野田村
へ届けました。

東日本大震災義援金箱を設置しました
　市役所、各支所、出張所、松の館、成人
病センターに平成23年9月30日まで「義

援金箱」を設置していま
す。義援金は日本赤十字
社の義援金窓口へ寄付さ
れ、被災者への支援、被
災地の復興のために使わ
れます。皆様のご支援を
お願いいたします。

※ 領収書が必要な場合や多額の寄付については、
郵便局や銀行からの振り込みをお願いします。

木造高校生も募金活動

　木造高校（里村英博校長）の生徒が3月
30日、市役所前や街頭で募金活動を行い
ました。この日は1、2年生約40人が横断
幕を掲げ「募金お願いします」と呼び掛け、
寄せられた142,537円を日本赤十字社へ
寄付しました。

避難所での炊き出し（夕食）

大湯町コミュニティ消防センターでの応急給水

避難所への発電機設置




